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42．TRH　Radioimmunoassay

名古屋大学　第一内科

　　　満間　照典　　広岡　良文

核医学　11巻3号（1974）

仁瓶　禮之

　血中及び尿中のTRH測定法としてのTRH　Radioi－

mmunoassay（RIA）　を開発しその臨床的応用の有用

性について報告して来た．Bassiri等は標識TRHは非

常に不安定で各測定前に再精製して使用する必要がある

と報告している．今回我々はこの点につき検討を加える

と共に，本法の臨床的有用性についても検討を加えた．

　TRHの標識はGreenwood　Hunter法に準じ1251を

TRHに標識した．さらに標識TRHの精製はSephadex

G－10カラムを用い，0．15M　NaClを含む0．05MPO4

buffer（PH7．5）で溶出して行った．　elvateのγ一spe－

ctrogramは3つのpeakが得られ，諸検討よりFra－

ction　Iはdamage蛋白部分，　Fraction皿は1251であ

り，Fraction皿がTRH－1251である事が認められた．

Fraction　1をさらに比放射能の上昇部（a），頂部（b），下

降部（c）に分け各部の抗体とのimmunoreactivityの差

を検討した結果b部に最も高いimmunoreactivityを

認め次いでc，aであった．　Bassiri等はc部に最も高

いimmuno－reactivityを認めたと報告しており，我々

の結果とは差を認めたがこれは用いたカラムの条件の差

によるものと思われる．又Bassiri等上述の如くTRH－

1251は不安定であると報告しているが，我々はTRH－1251

を1回の使用量に分け一20°Cに保存し，その安定性を

検討した結果，約1ケ月間は安定である事を認めた．然

し凍結，溶解を数回くりかえすとTRH－1251のimmu－

noreactivityは消失する事を認め，上述の如き方法で保

存する必要がある事を認めた．

　TRH　RIAで測定した血中TRH値正常者で感度以

下より1．6ng／ml，甲状腺機能冗進症及び三次性甲状腺

機能低下症では感度以下，原発性甲状腺機能低下症では

2．O～8．Ong／mlであった．又原発性甲状腺機能低下症

にT4を投与すると血中TRHは低下する事が認められ

た．

　以上TRH　RIAはTRHの生理学的病態生理学的意

義を知る上に有用な手段である等が示唆された．

43．ACTHキットの検討
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　先に我々は，自家製の抗体を用いたACTH－Radioi－

mmunoassayについて検討を行ってきた．今回我々は，

英国RCCのACTHキットについて基礎的・臨床的検

討を行った．本法は2－8ml血漿よりガラス粒でAC

THを抽出後，抗人ACTH抗体と共に，16－18時間

1st　incubationを行い，その後1125－ACTHを加えて

incubateし，　Dextran　coated　charcoa1にFree

Formを吸着し，その比放射能よりACTHを測定する

方法である．基礎的検討は，抽出・抗体の特異性，Inc－

ubation　time感度，及び分離の方法等について行っ

た．抽出操作は，ガラス粒への吸着及びアセトンによる

溶出の二段階から成り，IIUb－ACTHのガラス粒への吸

着率は混和後10－40分の間で約55％と一定であった．ア

セトンによる溶出率は混和後5・－30分の間で一定であ

り，上述の時間内では抽出率は約40％と極めて安定した

値を示した．しかし抽出率は使用血漿量により明らかな

変動を示し，抽出には，一定量の血漿を使用する必要を

認めた．本抗体は，TSH，　HCG，　GH，　FSHと交叉性

を示さず，ACTI｛に特異的抗体である事を認めた．2

nd　incubationに於けるincubation　timeを検討し，

8時間でBound％は55％に達し以後24時間までにほぼ

同値を示した．Bound，　Freeの分離に於いて，　Dextran

Coated　Charcoal添加直後より30分まで，　Bound％は

ほぼ一定値を示した．標準曲線は20－400pg／tubeにほ

ぼ直線性を示し，最低感度は20pg／tubeであった．回

収率は80－90％と比較的良好な値を示し，Intraassay

のvariationは120±14（SE）P9／m1（n＝10）と満足

すべき結果が得られた．本法により測定した正常者の午

前6時に於ける血漿ACTH値は20－100pg／mlに分布

し，正常者ではSU－4885に対して明らかな増加を示し

た．以上本法は，著者等の方法と同様，ACTHに特異

的であり，鋭敏な感度を有し，臨床上ACTH測定に有

用な方法と考えられた．
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